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【目 的】近年，超音波 pulsed　Doppler 法を用い て動

脈系の み な らず臍静脈 ， ド大静脈や肝静脈等 の 静 脈

系の 血流速度波形の 検討が なされ 臨床的に応用 され

て い る．静脈管につ い て もそ の胎児独自の バ イパ ス

と して の 特徴 か らその 役割に つ い て の 検討 が 行 わ れ

て い る．今回，我 々 は Ptilsed　Doppler法 を用い 静脈

管血流を測定し．：UGR 児で の 還流障害の指標 として

の 意義 に つ い て 検討 した ，　 【方法】在胎16 週 か ら

，IO週 まで の 正常単胎胎児 226例お よび奇形を認めな

い ［UGR 児12 例 を対象と し、両群聞に お け る静脈管

血 流波形 の 変化 お よ び エUGR．児 に おける 下大静脈等他

の 血流波形 の変化との 関係に つ い て 検討をした．静

脈管 に つ い て は 収縮期最大 血 流速 度 （Vps ） ， 拡張

末期血 流速度 （VED ），その 比Vps／VED に つ い て検討

した．下大静脈 に つ い て は PL 【を，臍静脈 は平 均血

流 速 度 を ，臍 帯動 脈 （UA ） お よ び 中大脳動 脈

（MCA ） はRIを求め静脈管の 血流 との 関係を求め た．

【成績】  tF．常胎児で は在胎週数 と共に Vps，　 VED の

有意 な 上 昇 を 認 め Vps／VED の 有 意な低下 を 認 め た．

  【UGR 児 と 正常児 との 比較 で はVps ，　 VED 共 に 有意

な変化を認め な か っ た が Vps！VEDは IUGR 児が 有意に

高値を示 した （P 〈0，05 ＞．  UAA−−RIの 上 昇 ，
　 MCA −RI

の 低 ドを示 した ［UGR 児 3例 は 全 例 VED の 有 意な低 下，

Vps／VED の 有 意 な 上 昇 を 示 した ．  IUGR 児 に お い て

PLIの ヒ昇を認 め た 症例 に お い て 必 ず しもVps／VED と

の 上昇を認めず異な っ た還流異常を呈 して い た ．

【結論】胎盤血 流障害の あるIUGR児に お い て静脈管

の 血流測 定は有用 で あ り，心 コ ン プ ラ イ ァ ン ス の 低

下 の 予想 され る IUGR で は 下大静脈だけで な く静脈管

の 1血流 測 定 も還流異常 の 病態解明 に 有用 で あ る可 能

性が示唆 され た．

「目的」近年、重症心肺不全新生児に対 して

Extracorporeal　me 皿 brane　oxygenation （ECMO ＞を用 い

る こ とに よ り新生児予後の改善が報告 され て い る 。

今回我々 は、羊胎仔 に対 して ECMO を用い 子宮外

飼 育した後、 最 も コ ン トロ
ー

ル（子宮胎盤血流）と近

似 して い る ECMO ル ートをみ つ けるため、循環血

液量お よび臓器別血流分布を用 い て比較検討 した 。

「方法」妊娠113 ．129 日の 妊娠羊 6頭 を用 い て 、羊

胎仔 を温 生理食塩水中に子宮外飼育した。臍帯動

静脈以外の カ ニ ュ レ ーシ ョ ン が終了 した後 、 臍帯

血 流が保た れ て い る間に コ ン トロ ー
ル の 実験 を行

い 、その 後、右心房か ら脱血 し頚動脈に戻すル
ー

ト（V −A ・ECMO ）、右心房か ら脱血 し臍帯静脈 に戻す

ル ー ト（V −UV 　ECMO ）、右心房 と臍帯動脈か ら脱血

し臍帯静脈に戻すル ート（（V ＋UA ）
・UV 　ECMO ）のJ【1頁

番に、3ル
ー

トにつ い て実験を行 い コ ン トロ
ー

ル（子

宮胎盤血流）と比較検討 した 。 血流分布の 検討は非

放射性カ ラ
ー

ドマ イク ロ ス フ こ〔 ア法 を用 い た 。

「成績」これ ら3種類の ル ートの 実験中、ECMO の

循環血流量は 150．300mL ／min 得 られ、その うち

（V ＋ UA ）
−UV 　ECMO が最 も多い 循環血 液量 を得た 。

また 、（V ＋UA ）
−UVECMO の 臓器別血流分布が最 も

コ ン トロ
ー

ル に近似 しお り、特 に脳、心臓にお い

て そ の 近 似は より顕著 で あ っ た 。

「結論」羊胎仔子宮外 保育にお い て、（V ＋UA ）
−UV

ECMO が最 も循環血液量 を得やす く、 また臓器別

血流分布は コ ン トロ ール に近似 して お り、子宮外

保育に よ り適 した ル
ー

トであ る と考えられた 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


